
 

 

 

 

すずの名称 ９．全明寺
ぜんみょうじ

すず 

400 年以上前の建立といわれる由緒ある全明寺

の西裏境内から湧き出すすずで、昔は水量も多く

墓前の供え水として又、生活用水として数多くの

人達に愛用されています。今は環境が変わり新設

された鐘楼や桜並木と相俟って美田を通しての眺

めは絶景である。 

１．水源の状況 

（河岸段丘） 

・大きな岩陰より湧きで出る。  ・水量多い。 

・葵の紋を頂いたお寺さんらしく、すずに沿って良く環境整備を行っている。 

・すず水路の流れにウロコゴケが多数あり、清流さを物語る。 

・法面にはアジサイが沢山植えてある。 

 

 

２，水生生物 ・ヤマトヨコエビ 

・ミズムシ 

 

 

３，水生植物 すず池には、 

・オグラコウホネ（絶滅危惧種） 

・スイレン ミズバショウ 

・ウキグサ（周辺） ・ウロコゴケ 

下の水路には 

・ヤナギモ（準絶滅危惧種） 

・ミズハコベ（準絶滅危惧種） 

４．周辺の動物  

 

 

 

５．周辺の植物 ・ガクアジサイ 

・サイカチ 

・遊歩道の桜並木 

 

６．考査 ・４００年以上前の建立といわれ由緒あるお寺。 

・良く管理されている、釣鐘堂の景観が良い。   

・憩いの場になる。 

 

７．その他 ・水温 １７度  ・１３．５度   

・ＰＨ 6.5 

・硬水度 弱硬水 

 

オグラコウホネ 

調査： 令和２年６月追加調査 




